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熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中症症症症症症症症症症をををををををををを防防防防防防防防防防ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐポポポポポポポポポポイイイイイイイイイインンンンンンンンンン熱中症を防ぐポイントトトトトトトトトトト
・水分補給はこまめに
・適切なエアコンなどの使用
・外出は涼しい時間に
・栄養や睡眠を
　十分にとる
・通気性の良い服
　を着用する

　戦後７０年、小平市非核平和都市宣言１０周年に当たり、７
月１４日（火）、市役所に小平市非核平和都市宣言の常設案内
板を設置しました。また、平和首長会議から寄贈された広
島の被爆樹木アオギリの苗木を、小林正則市長、宮寺賢一
市議会議長、松井一實広島市長ほか、皆さんで植樹しまし
た。世界の恒久平和を願って大切に育てていきます。
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平和への誓いを新た平和への誓いを新たにに
広島被爆樹木を植広島被爆樹木を植樹樹

9月12日（土）9月12日（土）こだいらこだいら

 　

演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
こ
だ
い
ら
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
舞
台
で
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
２
時

※
雨
天
実
施
（
荒
天
中
止
）。

と
こ
ろ　

中
央
公
園
、
ふ
れ
あ
い
下
水
道

館募
集
数　

８
グ
ル
ー
プ

※
出
演
時
間
は
、　

分
か
ら　

分
で
す
。

１５

２０

※
環
境
に
関
す
る
内
容
を
優
先
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

主　

催　

小
平
市
ご
み
減
量
推
進
実
行
委

員
会
、
小
平
市

申
込
み　

８
月　

日
（
金
）
ま
で
（
消
印

２１

有
効
）
に
、
は
が
き
に
「
舞
台
出
演
申
込

み
」
と
明
記
し
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
、

舞
台
出
演
者
を
募
集

-

/

.

0

111

111

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

出
演
内
容
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

（
電
話
不
可
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
主
催
者
が
決

定
し
ま
す
。

※
参
加
が
決
定
し
た
団
体
に
は
、
参
加
要

領
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
謝
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ　

資
源
循
環
課
（
〒　

們
８
７
０

１８７

１　

小
平
市
役
所
）
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
３
５

 
怯
う
ん
ち
大
研
究

　

う
ん
ち
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
て
、
ど

こ
へ
行
く
の
か
な
。
ウ
ン
デ
ィ
ー
探
検
隊

と
実
験
や
ク
イ
ズ
を
通
し
て
下
水
道
を
学

び
ま
す
。

ウ
ン
デ
ィ
ー
探
検
隊

参

加

者

募

集

-

/

.
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※
参
加
者
に
は
金 
う  
ん 
ト
イ
レ
ス
ト
ラ
ッ

・ 
・

プ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

１２

１１

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
下
水
道
館

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
生

定　

員　

各　

人
２５

主　

催　

国
土
交
通
省
、
小
平
市

申
込
み　

９
月
６
日
（
日
）
ま
で
に
、
ふ

れ
あ
い
下
水
道
館
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

緯　

（
３
２
６
）
７
４
１
１

０４２

　

今
年
は
戦
後　

年
、
ま
た
小
平
市
非
核

７０

平
和
都
市
宣
言　

周
年
で
す
。

１０

　

市
で
は
、
若
い
世
代
を
始
め
と
し
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る

た
め
、
被
爆
体
験
者
に
経
験
談
を
語
っ
て

い
た
だ
く
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
溶
け
た
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど
の
被
爆
し
た

現
物
資
料
と
、
原
爆
被
害
や
平
和
の
大
切

さ
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
の
展
示
、
映
像
資
料

の
上
映
を
行
い
ま
す
。

怯
被
爆
体
験
者
の
話

と　

き　

８
月　

日
（
土
）　

午
後
３
時

１５

〜
４
時　

分
３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
１
階
視
聴
覚
室

講　

師　

田
中
美
光
さ
ん
（
小
平
市
原
爆

被
爆
者
の
会
会
員
）

※
小
・
中
学
生
広
島
平
和
学
習
参
加
者
の

報
告
と
講
師
と
の
意
見
交
換
も
あ
り
ま

す
。

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

怯
被
爆
し
た
現
物
資
料
と
パ
ネ
ル
展
示

と　

き　

８
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
日
）

１１

１６

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（　

日
は
午
後

１０

１１

１
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

映
像
資
料　

記
録
映
画
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
原

爆
の
記
録
」・「
ヒ
ロ
シ
マ
・
母
た
ち
の
祈

り
」、
ア
ニ
メ
「
夏
服
の
少
女
た
ち
」・「
つ

る
に
の
っ
て　

と
も
子
の
冒
険
」、
証
言

ビ
デ
オ
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
証
言　

被
爆
者
は

語
る
」

資
料
提
供　

広
島
平
和
記
念
資
料
館

問
合
せ　

地
域
学
習
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
４

 　

現
在
、
第
十
回
特
別
弔
慰
金
請
求
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
給
対
象　

第
八
回
お
よ
び
第
九
回
特
別

弔
慰
金
受
給
者
ほ
か

請
求
期
間　

平
成　

年
４
月
２
日
（
月
）

３０

ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
支
援
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
７

第
十
回
特
別
弔
慰
金

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
へ

 　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
低
所

得
者
や
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
支
給
す
る

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」、「
子
育
て
世
帯
臨

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
設
置

臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

時
特
例
給
付
金
」
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
開

設
し
ま
し
た
。

と　

き　
　

月　

日
ま
で
の
月
曜
〜
金
曜

１２

２８

日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

電
話
番
号　

緯　

（
３
４
６
）
９
６
４
５

０４２

※
詳
し
く
は
、
８
月　

日
発
行
予
定
の
市

１５

報
臨
時
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
〈
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
本
部
〉

金 う  ん トイレストラップ
● ●

　

８
月　

日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

１５

和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。
毎
年
、
日

本
武
道
館
で
は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
、
当
日
の
正
午
に
は
、
先
の

大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
１
分

間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
６
日
に
は
広
島
市
で
、

８
月
９
日
に
は
長
崎
市
で
、
原
爆
死
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
念
す
る
た
め
式
典
が
行
わ

れ
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月

６
日
午
前
８
時　

分
と
、
長
崎
に
原
爆

１５

が
投
下
さ
れ
た
８
月
９
日
午
前　

時
２

１１

分
に
、
平
和
の
鐘
を
合
図
と
し
て
１
分

間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
や
職
場
な
ど
で
、
黙
と
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〈
総
務
課
〉

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　

世
界
の
平
和
の
実
現
と
核
兵
器
の
廃

絶
は
、
わ
た
し
た
ち
人
類
共
通
の
願
い

で
す
。

　

し
か
し
、
世
界
で
は
い
ま
だ
戦
争
が

や
ま
ず
、
核
兵
器
は
人
類
の
脅
威
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
世
界
で
唯
一
の
核

兵
器
に
よ
る
被
爆
を
体
験
し
た
国
民
と

し
て
、
そ
の
悲
惨
さ
や
恐
ろ
し
さ
を
全

世
界
に
伝
え
て
い
く
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
築
い
た
玉
川
上
水
の
清
ら
か

な
せ
せ
ら
ぎ
と
、
緑
豊
か
な
大
地
に
育

ま
れ
た
こ
の
小
平
の
地
を
守
り
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
小
平
市
民

は
、
友
愛
の
心
を
持
ち
、
平
和
の
実
現

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
平
市
は
、
戦
後　

周
年
に
あ
た

６０

り
、
す
べ
て
の
国
の
核
兵
器
の
廃
絶
を

求
め
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
、

こ
こ
に
非
核
平
和
都
市
で
あ
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。

　

平
成　

年
６
月
７
日　

小
平
市

１７

◆　
　

◆

　

こ
の
宣
言
は
、
平
成　

年
６
月
市
議

１７

会
定
例
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
も
の
で
す
。

小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

昨年のステージの様子

きのこ雲
米軍撮影　広島平和記念資料館提供

非
核
平
和
学
習
事
業
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〈
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
本
部
〉

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

市
報
臨
時
号
を
８
月　

日
（
土
）
か
ら
全
戸
配
布
し
ま
す

１５


